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要 旨
本稿では，新上五島町地域 ���「してみっか」の利用効果に影響を与える機能に関
して，地域 ���「してみっか」上で行ったオンライン調査の結果から分析した。分析
は，新上五島町内居住者と，新上五島町外居住者にわけて行った。その結果，地域
���「してみっか」の利用は，新上五島町内居住者にとっては，地域の絆の構築と信頼
形成をもたらし，新上五島町外居住者にとっては，新たな自分を発見する契機と，新上
五島町を訪れる際の手助けをもたらしていることがわかった。また，これらの利用効果
は，地域 ���上で運営されているコミュニティ，コメント，カレンダーといった機能
の利用状況から影響をうけていることがわかった。

Ⅰ はじめに

１．目的と研究背景

本稿の目的は，新上五島町地域 ���「してみっか」の利用者が考える利用効果に対して，実

際に ���上で運用されている機能のうちのどれが影響をあたえているのかということを明らか

にすることである。

総務省によれば，���は，「������ 
�������
� ����」，「������ 
�������
� �������」の略(1)であ

り，サイト内の個人ページを介して他者とのコミュニケーションを行う会員制サービスである。

主な効果としては，社会関係資本「������ �������」（ 	�
��:1993）の構築(2)が挙げられてきた。

「信頼性」や「互酬性」に裏付けられた「市民参加のネットワーク」が構築されることで，地域

活性化や地域管理に有効(3)であるという視点から，社会関係資本の醸成が，町づくりにおいて重

要な概念として注目されてきた。

社会関係資本には，「結束型社会関係資本（!�
��
� ������ �������）」と呼ばれる単一サークル

内の結束を示すものと，「架橋型社会関係資本（!�����
� ������ �������）」と呼ばれるサークル間

を超えた結束を示すものに分かれる。

地域 ���は，実在する特定地域の活性化を目的に掲げることで，利用者と話題を限定するこ

とが特徴となっている。そのため，既に地域で形成されている「結束型社会関係資本」の中での

コミュニケーションを基盤にしつつ，オンラインコミュニケーションによって，地域に根ざした

強固な関係を越えた新たな「架橋型社会関係資本」を構築することができる。また，話題が「地
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域のためになること」に自ずと限定されてくるため，地域のためにならない発言は無視され，地

域のためにならない参加者は徐々に参加し辛い状況においこまれていく。そして，利用者の中核

が，住んでいるところもどのような人なのかもよくわかっている住民間で形成されている。この

ような地域 ���の特徴によって，「荒れ」が起こることは少なく，安心・安全な社会関係資本の

構築を目指して運用されている。

地域 ���は，平成16年に，熊本県八代市の職員が作った「ごろっとやっちろ」から流行し，

平成22年２月までに，日本中で519箇所が運営されている。ただし，地域 ���の導入から三年以

上がたった現在，活性化効果をもたらしている地域 ���は少ない(4)。「ごろっとやっちろ」は，

既にあった電子掲示板の立ち枯れ対策として導入されたが，地域 ���自体，立ち枯れの危機も

指摘されている。

本稿が分析対象とした地域 ���では，立ち枯れの気配は見えないが，実際の利用状況を調査

し，利用者により使いやすいシステムを提供するために，利用者からみた利用効果と効果がある

と考えられている運用機能の関係について分析を行う。

２．新上五島町地域 ���「してみっか」の運用と研究の経緯

離島（島嶼と離島は類似語）の定義は，「水圏（一般には海洋）をもって周囲を完全に囲まれ，

本土（大陸または主島）に比して面積が相対的に狭小な陸塊を一つの地域として把握する場合に

使用」され，全国で6852島(5)ある。

また，離島振興法で指定されているのは，76地域268島である。離島振興法は，1953年７月に

制定された時限法で10年ごとに改正されており，2003年に，高度情報通信に対応できる基盤整備

の必要性が明確化された(6)。

本稿で調査対象とする新上五島町地域 ���「してみっか」の場合もこの流れをうけて2006年

財団法人ニューメディア開発協会「先導的地域情報システム開発事業」に採択され，2007年から

運用が開始された(7)。新上五島町地域 ���「してみっか」は，「登録目標10万人」を掲げて，町

民だけではなく町に興味を持つ人々が町への関心を高め情報を共有(8)することが目標に掲げられ

た。

また，新上五島町(9)は，長崎市の西方約80��に位置する７つの有人島と60に及ぶ無人島から

構成されている。人口は1960年の約５万7,000人がピークで2008年には２万4,000人台に半減して

いる。高齢化率は32.6％であり，高校卒業者の約９割が島外へ流出し，高齢化がすすんだ地域で

ある。

田端は，日本全国の離島の情報化政策を検討する中で，新上五島町の情報化政策を分析してい

る。田畑によれば，「新上五島町も，テレビの難視聴地域を約60ヶ所抱え，ブロードバンドでも
����利用地域は限られており，地域イントラも無線で構築している。だが，��	
新設のよ

うな大規模投資を避け（移動体通信用の鉄塔整備は行ったが），情報化政策を，���，ポータル

サイト「みっか」等のソフト事業（構築費用約2,000万円，年間費用約1,680万円）に集中してい

る」とのことである(10)。

田端によれば，上五島の情報政策は，小規模投資で効果がみこめる地域 ���「してみっか」

を含む，ポータルサイト「みっか」の運用が担っているということがわかる。

新上五島町における福祉体制の調査を行った叶堂によれば，新上五島町は，地域住民の生活剥

奪状態が，住民の共同的な生活にむけての社会化を促し，生活拠点施設の多機能化も進むため，

条件不利地域型の相互扶助体制・多機能化サービスシステムが進んでいくとのことである。離島

独自の様々な条件不利性（＝障害）が離島型の社会関係資本構築に寄与する可能性が示唆され
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る(11)。

昨年度に行った新上五島町での地域 ���の利用者に対する聞き取り調査の結果から，以下の

特徴があることがわかった。まず，属性としては，新上五島町在住者の登録割合が，新上五島町

外在住者よりも少なく中高年層の利用が多いこと。続いて，利用環境としては，����や無線
���を利用している場合が多く，携帯電話からの利用者が少ないこと。利用形態の特徴として

はコメント欄のコミュニティ化などが見られることである。また，主なテーマは，オフ会（島外

者や �ターン者の歓迎，季節ごとの行事），ボランティア（地域活性化運動，東日本大震災支援，

子育て支援,障害者支援），地域アイデンティティ（民話の収集,写真,同窓会，観光ルートの提案），

趣味関係では，上五島に関係したもの（釣り，写真,シーグラスなど）であった。

冒頭であげた，地域 ���の特徴のとおり，話題が「新上五島町のためになること」に自ずと

限定されているため，新上五島町の良いところをみつけ，社会関係資本を育成することに関連し

た話題が繰り広げられていることがわかる。

Ⅱ 調査概要

１．調査方法と調査時期

新上五島町情報化推進室の協力のもと，新上五島町地域 ���「してみっか」上で利用者を対

象としたオンライン調査を2010年７月１日から14日に実施した。

２．回答者の概要

回答者数は合計で128名である。居住地域は，新上五島町内が55名（43％）で，新上五島町外

が73名（57％）と町外居住者の方が多い結果となった。地域 ���の利用効果を考える場合には，

その地域に実際に住んでいるかどうかということが回答に大きな影響を与えると考えられるた

め，本稿では，新上五島町内居住者（以下，町内居住者と記す）と新上五島町外居住者（以下，

町外居住者と記す）を分けて分析を行う。

属性としては，性別（図１参照），年齢（図２参照），職業（図３参照），居住形態（図４参照）

をとりあげ，町内居住者，町外居住者ごとに，それぞれグラフにまとめた。

図１ 性 別 図２ 年 齢

町内居住者の回答者総数55名のうち，男性が54.5％，女性が45.5％である。年齢は，30歳以上

60歳未満の中年齢層が全体の８割を占め，30歳以下の若年齢層が非常に少ない。職業は，会社員

が少なく，公務員，自営業が多い。居住形態は，独居が少なく家族同居が多い。

町外居住者の回答者総数73名のうち，男性が75.3％，女性が24.7％である。年齢は，40歳以上
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図３ 職 業

図４ 居住形態

が多くを占め60歳以上も多い。職業は，会社員が半数を占め，パートがいない。居住形態は，町

内居住者に比べて独居が比較的多い。

いずれの項目も町内居住者と町外居住者の分布傾向は異なる特徴がみられた。

３．地域 ���の利用に関する項目

・利用効果尺度

新上五島町地域 ���「してみっか」の利用効果を分析するために20項目からなる尺度を作成

し分析に用いる。表１に居住地域ごとの地域 ���利用効果尺度20項目の平均値，標準偏差をま

とめた。尺度作成は，2010年８月から９月，2011年５月に新上五島町で利用者を対象にしたイン

タビュー調査の分析結果と先行研究をもとにおこなった。回答は，「そう思わない」（１点），「あ

まりそう思わない」（２点），「どちらでもない」（３点），「ややそう思う」（４点），「そう思う」

（５点）の５件法で評定するよう求めた。
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表１ 地域 ���利用効果の基礎統計量

　　

・運用機能の利用状況

新上五島町地域 ���「してみっか」で運用されている機能の利用状況を分析に用いる。表２

に分析に使用する運用機能項目の利用状況の平均値，標準偏差を，居住地ごとにまとめた。回答

は，「そう思わない」（１点），「あまりそう思わない」（２点），「どちらでもない」（３点），「やや

そう思う」（４点），「そう思う」（５点）の５件法で評定するよう求めた。

表２ 地域 ���利用効果の基礎統計量
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Ⅲ 結果と考察

１．町内居住者の地域 ���の利用効果

まず，町内居住者の地域 ���の利用効果に関する分析を行う。町内居住者の地域 ���利用効

果尺度20項目の平均値，標準偏差からフロア効果が見つかった「恋愛・結婚相手が見つかった」

を除外した19項目に対して探索的な因子分析を行った。最終的に主因子法・������回転によっ

て析出された結果を表３に示す。

第一因子は，「新上五島町出身者の友人ができた」，「新上五島町以外の知人・友人ができた」，

「新上五島町内在住の新しい友人ができた」など10項目で構成されており，町出身者や町内外の

新しい友人ができたことを示す項目が高い負荷量を示していた。そこで，「絆」因子と命名した。

表３ 町内居住者の地域 ���利用効果尺度の因子分析結果
(������回転後の因子パターン)

第二因子は，「日常の安心感が増えた」，「社会活動・ボランティアに役だった」，「新上五島町

内旧五町の距離が近くなった」など５項目で構成されており，「信頼」因子と命名した。

第三因子は，「新上五島町への愛着が深まった」，「新上五島町に関する新しい情報を知った」，

「新上五島町に関する情報を発信できた」など４項目で構成されており，「愛着」因子と命名し

た。
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町内居住者の地域���利用効果尺度の三つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し，「絆」

得点（� 2.85,�� 1.10）,「信頼」得点（� 2.87,��.95）,「愛着」得点（� 3.39,��.94）と

した。

内的整合性を検討するために各下位尺度のα係数を算出したところ，「絆」でα＝.95，「信頼」

でα＝.90，「愛着」でα＝.84と十分な値が得られた。

利用効果の下位尺度と運用機能の利用状況の相互相関を表４に示す。利用効果の下位尺度間で

は相互に正の有意な相関が見られた。運用機能間では，全ての項目間に正の有意な相関が見られ

た。

表４ 町内居住者の地域 ���利用効果と機能の相関係数

利用効果の下位尺度の「絆」は，全ての運用機能との間に正の有意な相関が見られた。利用効

果の下位尺度の「信頼」は，運用機能のうちの「コミュニティ」，「アルバム」，との間に正の有

意な相関が見られた。利用効果の下位尺度の「愛着」は，全ての運用機能との間に正の有意な相

関が見られた。

利用効果にもたらす影響を運用機能の利用状況から検討するために，重回帰分析を行った。結

果を表５に示す。

表５ 町内居住者の地域 ���利用効果に機能が与える影響に関する重回帰分析結果

利用効果の「絆」に対しては，運用機能の「コミュニティ」からの標準回帰係数が有意であっ
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た。利用効果の「信頼」に対しては，運用機能の「アルバム」からの標準回帰係数が有意であっ

た。利用効果の「愛着」に対しては，運用機能の「カレンダー」からの標準回帰係数が有意であ

った。

結果から，新上五島町内居住者にとって，コミュニティ機能の利用が地域の絆を構築し，アル

バム機能を利用した画像の掲載が，地域への信頼感の向上を促し，カレンダー機能の利用が地域

への愛着を促していることが明らかになった。

２．町外居住者の地域 ���の利用効果

まず，町外居住者の地域 ���の利用効果に関する分析を行う。町外居住者の地域 ���利用効

果尺度20項目の平均値，標準偏差から天井効果が見つかった，「新上五島町に関する新しい情報

を知った」と「新上五島町への愛着が深まった」と，フロア効果の見つかった「恋愛・結婚相手

が見つかった」とを除外した17項目に対して探索的な因子分析を行った。最終的に主因子法・
������回転によって析出された結果を表６に示す。

表６ 町外居住者の地域 ���利用効果尺度の因子分析結果
(������回転後の因子パターン)

第一因子は，「新しい自分を発見した」，「新上五島町以外の知人・友人ができた」，「趣味活動

に役立った」など８項目で構成されており，新上五島町を巡る人間関係の構築により新たな自分
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を発見したことを示す項目が高い負荷量を示していた。そこで，「自分発見」因子と命名した。

第二因子は，「観光に役立った」，「新上五島町出身者との縁が復活した」，「新上五島町内で集

まる機会が増えた」など９項目で構成されており，「観光」因子と命名した。

町外居住者の地域 ���利用効果尺度の二つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し，「自

分発見」得点（� 2.73,�� 1.06），「信頼」得点（� 2.82,��.87）とした。

内的整合性を検討するために各下位尺度のα係数を算出したところ，「絆」でα＝.94，「信頼」

でα＝.87と十分な値が得られた。

利用効果の下位尺度と運用機能の利用状況の相互相関を表７に示す。利用効果の下位尺度間で

は相互に正の有意な相関が見られた。運用機能間では，「カレンダー」と「日記（書く）」，「アル

バム」と「日記（書く）」，「アルバム」と「コミュニティ」，「アルバム」と「コメント」以外の

全ての項目間に正の有意な相関が見られた。

表７ 町外居住者の地域 ���利用効果と機能の相関係数

利用効果の下位尺度の「自分発見」と「観光」は，全ての運用機能との間に正の有意な相関が

見られた。利用効果の下位尺度の，運用機能のうちの「コミュニティ」，「アルバム」，との間に

正の有意な相関が見られた。

利用効果にもたらす影響を運用機能の利用状況から検討するために，重回帰分析を行った。結

果を表８に示す。

表８ 町外居住者の地域 ���利用効果に機能が与える影響に関する重回帰分析結果

利用効果の「自分発見」に対しては，運用機能の「コミュニティ」，「コメント」，「アルバム」
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からの標準回帰係数が有意であった。利用効果の「観光」に対しては，利用機能の「カレンダー」

からの標準回帰係数が有意であった。

以上の結果から，新上五島町外居住者にとって，コミュニティに参加し，コメントをつけ，ア

ルバムを利用して画像を掲載ることが，新たな自分を発見する契機となり，カレンダー機能の利

用が観光を便利にしていることが明らかになった。

Ⅳ まとめ

本稿では，新上五島町地域 ���「してみっか」の実際の利用状況を調査し，利用者により使

いやすいシステムを提供するために，利用者からみた利用効果と運用機能の関係について，分析

を行った。

また，地域 ���の利用効果を考える場合には，その地域に実際に住んでいるかどうかという

ことが回答に大きな影響を与えると考え，新上五島町内居住者と新上五島町外居住者を分けて分

析を行った。

その結果，新上五島町内居住者にとっては，コミュニティ機能の利用が地域の絆を構築し，ア

ルバム機能を利用した画像の掲載が，地域への信頼感の向上を促し，カレンダー機能の利用が地

域への愛着を促していることが明らかになった。

また，新上五島町外居住者にとっては，コミュニティに参加し，コメントをつけ，アルバムを

利用して画像を掲載することが，新たな自分を発見する契機となり，カレンダー機能の利用が観

光を便利にしていることが明らかになった。

以上から，新上五島町地域 ���「してみっか」の利用者らは，新上五島町内居住者も，新上

五島町外居住者も，コミュニティに参加し，日記にコメントをつけ，カレンダー上で日程を調整

することで，空間を越えた共同性を獲得していることがわかる。そして，そのことは，新上五島

町内居住者にとっては，地域の絆を構築し，地域への信頼を深めることにつながり，新上五島町

外居住者にとっては，新上五島町という具体的な地域性に根ざした新たな自分を発見する契機を

提供するとともに，新上五島町を訪れる際の手助けにつながっているといえる。新上五島町地域
���「してみっか」は，新上五島町内で「結束型社会関係資本（������� 	�
��� 
�����）」を構築

すると同時に，新上五島町外との「架橋型社会関係資本（�������� 	�
��� 
�����）」の構築にも

役立っており，それは，地域���上の「コミュニティ」への参加，「コメント」づけ，カレンダー

の利用によるものであると考えられる。

付記

本研究は，平成23年度「新上五島町と長崎県立大学との相互協力協携事業」による研究成果の

一部である。
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